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【更新状況】 
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2015年度1Q末 2014年度末

連結子会社 94社 91社 ＋3社

持分法適用関連会社 10社 10社 －

計 104社 101社 ＋3社

2015年度
1Q累計

2014年度
1Q累計

比較増減 増減率 備考

163,730 170,787 △7,056 △4.1%

28,253 26,678 ＋1,575 ＋5.9%

営業外収益 3,646 3,653 △6

営業外費用 3,561 4,132 △571

28,339 26,199 ＋2,139 ＋8.2%

特別利益 494 792 △297

特別損失 947 1,338 △390

18,552 16,730 ＋1,822 ＋10.9%

（参考）

減価償却費 12,903 12,905 △1

金融収支（A）-（B） △ 2,620 △ 2,882 ＋261

受取利息及び配当金（A） 595 858 △262
支払利息（B） 3,216 3,740 △524

次ページ参照

経常利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

営業収益

営業利益

（単位 ： 百万円） 

連結損益比較表（サマリー） 
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増加：3社 



都市交通 不動産
ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

旅行 国際輸送 ホテル その他 調整額 連結

営業収益

　2015年度1Q累計 59,526 42,739 28,691 7,766 9,264 16,770 7,015 △8,043 163,730

　2014年度1Q累計 57,673 53,071 29,117 8,697 9,413 15,346 5,753 △8,285 170,787

比較増減 ＋1,853 △10,331 △426 △930 △149 ＋1,423 ＋1,261 ＋241 △7,056

営業利益

　2015年度1Q累計 11,892 9,440 6,623 2 350 889 △199 △744 28,253

　2014年度1Q累計 10,866 9,598 5,904 751 469 128 △175 △864 26,678

比較増減 ＋1,025 △158 ＋718 △749 △118 ＋760 △23 ＋119 ＋1,575

（単位 ： 百万円） 

セグメント別営業成績（サマリー） 

当期業績の 
ポイント 

： 不動産事業において、前年同期に阪急リート投資法人のスポンサーである阪急
電鉄が、同投資法人への組入れを目的として取得していた物件を譲渡した影響
等により減収となったものの、都市交通事業において、阪急線・阪神線が堅調
に推移したことや消費税率引上げ影響からの回復があったことに加え、ホテル
事業において宿泊部門やレストラン部門を中心に順調に推移したこと等により、
増益 
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2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率

 営業収益 59,526 57,673 ＋1,853 ＋3.2%

 営業利益 11,892 10,866 ＋1,025 ＋9.4%

都市交通セグメント 
鉄道事業において、阪急線・阪神線が堅調に推移したことや消費税率引上げ影響からの回復があっ
たことに加え、自動車事業において空港線が好調に推移したこと等により、増収・増益 

不動産セグメント 

2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率

 営業収益 42,739 53,071 △10,331 △19.5%

 営業利益 9,440 9,598 △158 △1.7%

前年同期に阪急リート投資法人のスポンサーである阪急電鉄が、同投資法人への組入れを目的と
して取得していた物件を譲渡した影響等による減収に加え、マンション分譲戸数※（△90戸：前年同
期280戸→当期190戸）の減少があるものの、当期に事業用地を売却したこと等により、営業利益は
前年同期並み   ※当社グループの持分戸数 

（単位 ： 百万円） 

（単位 ： 百万円） 
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《阪急電鉄》　

2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率 2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率
百万円 百万円 百万円 ％ 千人 千人 千人 ％

定期外 15,674 15,073 ＋600 ＋4.0 79,743 76,480 ＋3,262 ＋4.3

定期 8,337 8,154 ＋182 ＋2.2 85,874 84,452 ＋1,421 ＋1.7

　うち通勤 7,035 6,881 ＋153 ＋2.2 57,433 56,549 ＋884 ＋1.6

　うち通学 1,302 1,273 ＋28 ＋2.3 28,440 27,903 ＋537 ＋1.9

合計 24,011 23,228 ＋782 ＋3.4 165,618 160,933 ＋4,684 ＋2.9

《阪神電気鉄道》

2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率 2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率
百万円 百万円 百万円 ％ 千人 千人 千人 ％

定期外 5,253 5,016 ＋236 ＋4.7 28,962 27,634 ＋1,327 ＋4.8

定期 2,899 2,864 ＋34 ＋1.2 30,255 30,162 ＋93 ＋0.3

　うち通勤 2,575 2,541 ＋34 ＋1.3 23,513 23,410 ＋102 ＋0.4

　うち通学 324 323 ＋0 ＋0.2 6,742 6,751 △8 △0.1

合計 8,153 7,881 ＋271 ＋3.4 59,218 57,797 ＋1,421 ＋2.5

収  入 人  員

収  入 人  員

（注） １．収入は百万円未満を、人員は千人未満をそれぞれ切り捨てて表示している。 

    ２．阪急電鉄の定期外収入・人員には、ＰｉＴａＰａ区間指定割引運賃適用の収入・人員を含んでいる。 

    ３．阪急電鉄・阪神電気鉄道ともに、第１種鉄道事業及び第２種鉄道事業の合計である。 

≪都市交通≫鉄道運輸成績 
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消費税率引上げ影響からの回復 約＋4億円 

消費税率引上げ影響からの回復 約＋1億円 



2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率

 営業収益 28,691 29,117 △426 △1.5%

 営業利益 6,623 5,904 ＋718 ＋12.2%

（単位 ： 百万円） 

ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝセグメント 
前期（2014/10/1）に出版事業の一部を外部化した影響等により全体では減収。一方、利益面では、
宝塚大劇場・東京宝塚劇場の公演回数が増加したことや、前年同期に宝塚歌劇100周年関連施策
に係る費用が発生していた影響等により増益 

旅行セグメント 

2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率

 営業収益 7,766 8,697 △930 △10.7%

 営業利益 2 751 △749 △99.7%

国内旅行において、北陸新幹線の開業や善光寺の御開帳が話題となった北信越方面等の集客が
好調に推移したものの、海外旅行において、円安や国際情勢悪化の影響等により、主軸のヨーロッ
パ方面等で厳しい状況が続いたことにより、減収・減益 

（単位 ： 百万円） 

出版事業の一部外部化影響 

営業収益 約△8億円 
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2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率

 営業収益 9,264 9,413 △149 △1.6%

 営業利益 350 469 △118 △25.3%

（単位 ： 百万円） 

国際輸送セグメント 
海外法人において、米国・欧州では航空輸送を中心に好調に推移したものの、東アジア・アセアンで
若干弱い動きとなったことに加え、日本法人において、需要の落込み等の影響で厳しい事業環境で
推移したことにより、減収・減益 

ホテルセグメント 

2015年度1Q累計 2014年度1Q累計 比較増減 増減率

 営業収益 16,770 15,346 ＋1,423 ＋9.3%

 営業利益 889 128 ＋760 ＋593.5%

訪日外国人旅行客の増加と堅調な国内需要を背景として、宿泊部門やレストラン部門を中心に順調
に推移したこと等により、増収・増益 

（単位 ： 百万円） 
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（単位 ： 百万円) 
2015年度1Q末 2014年度末 比較増減 備　考

 流動資産 243,089 254,188 △11,098
 受取手形及び売掛金 △18,243
 販売土地及び建物 ＋4,862　など

 固定資産 2,021,967 2,025,449 △3,481
 のれん △5,658　など
（うち、企業結合会計基準の遡及適用影響 △5,027)

 資産合計 2,265,057 2,279,638 △14,580

 流動負債 447,302 471,774 △24,472
 未払金 △19,052
 未払法人税等 △12,106　など

 固定負債 1,128,006 1,128,381 △374

 負債合計 1,575,308 1,600,155 △24,847

 株主資本 642,985 634,479 ＋8,506
 親会社株主に帰属する四半期純利益 ＋18,552
 支払配当 △3,797
 企業結合会計基準の遡及適用影響 △5,027　など

 その他の包括利益累計額 30,337 28,116 ＋2,220  その他有価証券評価差額金 ＋1,704　など

 新株予約権 424 318 ＋105

 非支配株主持分 16,000 16,566 △565

 純資産合計 689,748 679,482 ＋10,266

資
産
の
部

負
債
の
部

純
資
産
の
部

2015年度1Q末 2014年度末 比較増減

 借入金 816,037 833,614 △17,576

 社債 112,000 112,000 －

 ｺﾏｰｼｬﾙ・ﾍﾟｰﾊﾟｰ 20,000 － ＋20,000

 リース債務 10,114 10,214 △99

 連結有利子負債 958,152 955,828 ＋2,324

連結ネット有利子負債※ 932,316 930,213 ＋2,102

連結貸借対照表 
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※有利子負債から現金及び預金を控除した金額 

 


